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社会の背景

現代社会では情報化やグローバル化、少子高齢化などの急速な社会状況の
変化に対応できないことや、大学全入時代（全員が大学に入学できる時
代）に突入したことが原因で次のような社会問題が起こっている

・経済の低成長
・現在教育を受けている人が社会に出たときに変化に対応できず負担増加

・就職率の低下

結論

現代社会では様々な問題が深刻化しており、その原因の一つとして学校教育に
注目して調査を行った
その結果、教育にはまだまだ改善すべき点があり、このような改善策の実施に
より社会の変革が可能であることが分かった

・対応力のある人が営む社会になれば、暮らしはよりよくなる

・多様性を獲得することができる

教育の改善は必要不可欠である

教育の問題点と改善策

以前にも学校教育の見直しをし、ゆとり教育が行われた
ゆとり教育は自分で物事を考える力や豊かな人間性、自立する能力を養う
ために導入された制度である
結果、それらを養うことができたが、国際的にみて学習意欲や学力が低下
した
このことから目的に合った制度を導入しなくてはマイナス面の影響が大き
くなることがある
したがって、今の教育の現状から確認する必要がある

まず、今の教育の問題点として何が挙げられるのだろうか
・プログラミング教育や英語教育が不十分
・知識基盤の教育を続けている→時代錯誤
・授業の目的が不鮮明
・教育機関が充実していない
・教育格差

社会の変化

2で挙げたような改善策を実施することで社会はどのように変化するのだ
ろうか

・海外企業やIT事業などに対応できる人材の育成
→グローバル化や情報化に対応

・限られた視野に絞らない
多くの観点から思考することができる
→問題に対して最善の答えを導く力

・学んだことをうまくいかせる
→自分の専門分野における社会貢献

役割分担
興味を持ったことを職業にできる
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先行きが予測できる社会

このような社会から抜け出す方法
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表１）教育の問題点と改善策


